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日本列島内陸部の上限地震規模分布図　―(I)地温勾配からの試案―

Spatial variations of the maximum earthquake magnitude under Japan. -(I) Max. M maps
derived from geothermal gradient data. -
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日本列島で発生した内陸地震の最大規模は、地殻の地温勾配の低い地域ほど大きい傾向が認められる（古本・他, 2006）。
本研究では、地殻の粘弾性的特性あるいは脆性領域の厚さを支配する測定量の一つとしてこの地温勾配を検討し、過去
の内陸地震の規模との空間的照合を試みた。その結果得られた地温勾配と内陸地震最大規模との関係を用いて、『日本列
島の内陸地震最大規模分布図』作成を試みた。
解析に使用した地震は、日本列島内および周辺で発生した地震で，(1)1927年以降で気象庁マグニチュードM6.5以上

のもの、および (2)1500年以降でマグニチュード 6.5以上のもの（宇佐美, 1996;宇津, 1982, 1985;茅野, 1987）である。
ただし、太平洋側のプレート境界での地震と、日本海東縁で同じくプレート境界地震に類似すると考えられる地震は除
いた。地温勾配は田中・他 (2004)による日本列島とその周辺の地温勾配のデータベースを利用した。
地温勾配－マグニチュードの照合は、以下のように実施した。まず、局地的な原因による地温勾配値の乱れが解析に

影響することを避けるため、深さが 1000m以上のボーリングデータによって観測された地温勾配値を選び、値の水平変
化から、波長 100km以上の成分を抽出した。その上で、地震の震央分布と（長波長）地温勾配分布を重ね合わせ、各地
震の規模とその震央における地温勾配値を抽出したデータセットを作った。
上記データセットを用いて地温勾配－地震のマグニチュードの照合を行った。照合作業には、震源データ（１）を用

いた場合と、データ（２）による場合に分けて検討した。これらの照合結果から、地温勾配と地震の最大規模との関係
を見積った。ここでは松田 (1975)の断層長と地震規模の関係をもとに関係式を予想し、実際の観測値との整合性を議論
した。理論式と実際の観測データをもとに、『日本列島の内陸地震最大規模分布図』を作成した。過去 100年スケールの
震源データからは、同等の時間スケールの未来における最大地震規模が、過去 500年スケールの歴史地震からは、我々
が過去の地震活動から学びうる最大の地震規模が、それぞれ表現されていると考えられる。
ただし本解析は、地温勾配という単一のパラメータを用いて行った推定であり、今後は有効弾性厚や歪み速度など、複

数のパラメータとの関連を解明し、多角的視点からの精度向上を試みる必要がある。
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